
3月定例会の審議結果

4

ここがききたい！ 一般質問

5

五月女 伸夫
（自民党 代表質問）

塚田 典功
（自民クラブ 代表質問）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
27
年
度
当

初
予
算
編
成
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
、
子

育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
ほ

か
）
②
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り 

③
地
域
経
済
の
活
性
化
（
大
谷

地
区
の
活
性
化
、
大
手
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
ほ
か
） 

④
保
健
福

祉
行
政
（
健
康
診
査
の
充
実
、
歯

と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
ほ
か
）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
今
後
の
行

政
改
革
、
少
子
化
対
策
の
取
り
組
み
、

国
の
地
方
創
生
施
策
と
市
の
人
口

減
少
対
策
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
、北
関
東
中
核

都
市
と
連
携
し
た
取
り
組
み
の
推

進
）
②
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画 

③
新
中
間
処
理
施
設 

④
米
消

費
拡
大 

⑤
今
後
の
墓
地
整
備

27
年
度
予
算
案

そ
の
特
徴
は

問
　３
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
当
初
予
算
案
は
、
過
去

最
大
規
模
と
な
る
一
般
会
計

１
，
９
６
９
億
円
が
計
上
さ

れ
た
。
さ
ら
に
補
正
予
算
に

よ
る
32
億
円
の
前
倒
し
を
含

め
る
と
、
２
，
０
０
０
億
円

を
超
え
る
予
算
規
模
と
な
り
、

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む

姿
勢
が
示
さ
れ
、
大
い
に
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
①
27
年
度
予
算
案
の
特
徴

は
。

　
②
会
派
の
要
望
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。

答
　①
人
口
減
少
な
ど
の
社

会
経
済
状
況
に
適
切
に
対
応

し
、
将
来
に
わ
た
り
魅
力
と

活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
人
口
の

自
然
増
・
社
会
増
に
向
け
た

人
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
や
、

経
済
の
活
性
化
・
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
、
将
来
の
人

口
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
の
拠
点
形
成
の
促
進
、

総
合
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
な
ど
に
優
先
的
・

重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
行
政

経
営
基
盤
の
強
化
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
ま
ち
づ
く

り
の
好
循
環
を
創
出
す
る
予

算
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
②
最
重
点
要
望
事
項
で
あ

る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社

会
対
策
を
は
じ
め
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

を
含
め
た
公
共
交
通
網
の
整

備
充
実
、
雨

水
・
水
害
対

策
な
ど
を
積

極
的
に
予
算

計
上
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

歴
史
的
建
造
物
の

保
存・利
活
用
に
向
け

対
策
を

問
　明
治
・
大
正
・
昭
和
初

期
の
建
造
物
や
家
具
な
ど
は

歴
史
的
価
値
が
極
め
て
高
い

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
価
値
あ
る
建
造

物
が
、
空
き
家
と
な
り
取
り

壊
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。

　
①
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る

建
造
物
を
ど
の
程
度
把
握
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

調
査
す
る
意
向
は
。 

　
②
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る

建
造
物
の
保
存
・
利
活
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
現
存
す
る
貴
重

な
大
谷
石
蔵
と
一
緒
に
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
で
き
な
い
の
か
。

答
　①
現
在
、
中
心
市
街
地

と
そ
の
周
辺
で
大
谷
石
建
造

物
は
328
件
、
洋
館
や
古
民
家

な
ど
は
39
件
を
確
認
し
て
お

り
、
27
年
度
に
構
造
や
特
徴
、

歴
史
的
及
び
景
観
上
の
価
値
、

所
有
者
の
意
向
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
進
め
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　
②
歴
史
あ
る
建
物
を
残
し

て
い
く
た
め
に
は
、
所
有
者

が
現
状
の
ま
ま
維
持
・
管
理

し
続
け
て
い
く
こ
と
に
加
え
、

店
舗
な
ど
の
新
た
な
用
途
で

利
活
用
す
る
こ
と
も
有
効
と

考
え
る
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
を
図
る
と
と
も
に
保
存
や

利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の

具
体
的

手
法
の

構
築
を

進
め
る
。

真壁 英敏
（市民連合 代表質問）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ 

②
地
方
創
生 

③
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
事
業 

④
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
地
区

整
備 

⑤
財
政
運
営 

⑥
災
害
対
策

の
充
実
・
強
化 

⑦
空
き
家
対
策 

⑧
自
転
車
の
ま
ち
の
推
進 

⑨
予
防

医
学 

⑩
子
ど
も･

子
育
て 

⑪
地
域

包
括
支
援 

⑫
産
業
政
策
　
ほ
か

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
全
容

を
明
示
し
、
懇
切
丁

寧
な
説
明
を
す
べ
き

問
　東
西
基
幹
公
共
交
通
の

整
備
に
つ
い
て
聞
く
。

　
①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
お
け
る

事
業
リ
ス
ク
及
び
リ
ス
ク
対

策
・
整
備
効
果
な
ど
を
早
急

に
明
ら
か
に
し
、
整
備
に
関

連
し
て
発
生
す
る
事
業
費
な

ど
を
明
示
す
べ
き
で
は
。

　
②
事
業
の
全
容
を
市
民
に

示
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す

と
と
も
に
、
着
工
あ
り
き
で

は
な
く
時
間
を
か
け
て
懇
切

丁
寧
な
説
明
を
行
う
べ
き
で

は
。

答
　①
昨
年
８
月
に
優
先
整

備
区
間
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮

駅
東
側
に
つ
い
て
、
需
要
予

測
の
精
査
、
交
通
円
滑
化
方

策
の
確
保
、
ル
ー
ト
や
導
入

空
間
の
見
直
し
、
概
算
事
業

費
な
ど
の
事
業
の
全
体
概
要

に
つ
い
て
示
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
、
国
に
提
出
す

る
「
軌
道
運
送
高
度
化
実
施

計
画
」
の
策
定
を
進
め
る
中

で
、
生
活
行
動
実
態
調
査
を

も
と
に
し
た
需
要
の
推
計
や
、

事
業
リ
ス
ク
の
中
で
最
も
重

要
な
事
業
採
算
性
、
整
備
効

果
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
く
。

　
②
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
検

討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
導
入

ル
ー
ト
や
空
間
、
概
算
事
業

費
な
ど
、
新
た
な
情
報
に
つ

い
て
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
や

出
前
講
座
、
広
報
紙
な
ど
で

随
時
、
情
報
提
供
や
説
明
を

行
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
と

も
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
内
容
に
つ

い
て
、
様
々
な
機
会
を
通
し

て
市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や

す
く
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

・宇都宮市医療費助成に関する条例の一部改正（議員案第１号）
・宇都宮市の次世代型路面電車（LRT）導入計画について住民の意思を問う

住民投票条例の制定（議員案第2号） 
・宇都宮市議会委員会条例の一部改正
・鶴田第2土地区画整理事業の早期進捗を求める陳情
・年金積立金の安全かつ確実な運用を堅持する意見書提出を求める陳情
・LRT導入計画の白紙撤回と、相応しい交通対策の検討についての陳情

原
案
否
決

原案可決
採択

不採択

× × × × ○ ○ ○ × × ○

× × ○ × ○ ○ ○ × ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
× × ○ × ○ ○ × × × ×
× × ○ × 退 ○ ○ × ○ ×

陳情

委員会案

議員案

◎会派略称と所属人数
　自民党：自由民主党議員会（11人）、自民クラブ：自民クラブ（10人）、市民連合：市民連合（6人）、公明党：公明党議員会（6人）
　統一：統一会派 フォーラム・みんな（5人）、共産党：日本共産党（2人）、改革：議会改革クラブ（1人）、環境：環境と健康を守る会（1人）
　未来：未来への架け橋（1人）、びじょん：Forシングルびじょん（1人）

宇都宮市議会 今期4年間の主な動き（平成23年5月～平成27年4月）

□宇都宮市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正
◇災害対策調査特別委員会の設置
◎福島県以外の学校・幼稚園・保育所等における放射線量の安全基準値の早期設定と測定地点の増設を求める

意見書　◎容器包装リサイクル法の見直しを求める意見書　
◇議会制度検討会議の設置
◇総合計画調査特別委員会の設置
◎電力多消費型経済からの転換を求める意見書　◎地方財政の充実・強化を求める意見書　◎放射性物質を含

む浄水発生土及び下水汚泥等の取り扱いに関する意見書　
◎国民生活の安心と向上を図る各種基金事業の継続・拡充を求める意見書　◎地方消費者行政に対する国の実

効的支援を求める意見書

□宇都宮市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正　
◎環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）交渉参加に反対する意見書　◎地域公共交通の維持、再生、活性化の

基盤となる交通基本法の早期制定を求める意見書　◎慢性疲労症候群患者の支援を求める意見書　◎原子力
発電から再生可能エネルギー推進への政策転換を求める意見書　◎公的年金の特例水準の解消に反対する意
見書

◎取調べの可視化（取調べの全過程の録画）の速やかな実現を求める意見書　◎基地対策予算の増額等を求め
る意見書　◎生活保護制度の改善を求める意見書　◎厚生年金基金制度の抜本改正を求める意見書　◎「防
災・減災ニューディール」による社会基盤再構築を求める意見書　◎緊急事態基本法の早急な制定を求める
意見書　◎「こころの健康を守り推進する基本法」の早期制定を求める意見書　

◎東京電力株式会社による家庭用電気料金値上げに反対する決議

◇JR宇都宮駅周辺地区整備調査特別委員会、公共交通問題調査特別委員会の設置
□宇都宮市議会政務調査費の交付等に関する条例等の一部改正
◎市街化区域農地の固定資産税等の負担軽減などを求める意見書
□宇都宮市議会基本条例の制定（それに伴う、議会の条例等の一部改正）
◇ネットワーク型コンパクトシティ調査特別委員会の設置
◎地方税財源の充実確保に関する意見書　◎若い世代が安心して就労できる環境等の整備を求める意見書　
◎自動車関係諸税の抜本改革についての意見書　◎新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書　
◎特殊詐欺を撲滅し、市民生活の安全・安心を確保する決議

□宇都宮市議会議員定数条例の一部改正
◎TPP(環太平洋戦略的経済連携協定)交渉に関する意見書　◎ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充

等を求める意見書
◎精神障がい者相談員の法制化を求める意見書
◎危険ドラッグの根絶に向けた総合的な対策の強化を求める意見書　◎「手話言語法（仮称）」の制定を求め

る意見書　◎北海道新幹線及び東北新幹線「はやぶさ」のJR宇都宮駅停車実現に関する決議
◎農協改革の検討に関する意見書
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7月
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6月定例会

9月定例会
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6月定例会

9月定例会

12月定例会

23
年

24
年

25
年

26
年

活　　動時　　期

□　条例の制定及び一部改正　　　◇　会議・委員会の設置　　　◎　意見書・決議

▲大谷石蔵を活用した店舗

▲公共交通ネットワークに関するパンフレット

会 派 の 態 度
結
　果

自
民
党

自
民
ク
ラ
ブ

市
民
連
合

公
明
党

統

一

共
産
党

改

革

環

境

未

来

び
じ
ょ
ん

賛成は「○」、反対は「×」、退席は「退」と表記しています。
なお、会派内で態度が分かれた場合は「※」としています。
各会派の所属議員や議員個人の賛否については、ホームページで
公開していますので、ぜひご覧ください。


